
社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことの

できる福祉のまちづくりを進めるために設置されている民間の福祉団体です。
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年齢も経験もさまざまで、いろいろな考え方をもつ人が集まって

構成される地域社会。

社会福祉協議会では、こうした社会でも人と人がつながるような

活動を進めています。

社協会費は、このような活動のために使われます。

趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

社協会費は地域での活動の貴重な財源となるよう、

ご協力いただいた金額の約 70％を地区社会福祉協議会

（地区社協）の運営や活動費として活用しています。

残りの約 30％は市社会福祉協議会で全市的に行う

地域福祉活動のために活用しています。

皆さんが会員となることで、支え合いや助け合いが

できる地域社会づくりが進められます。

※会費は地区社協の役員さんを通じて、加入を募らせ

　ていただいています。

　地区社協の活動については２ページをご覧ください。

令和 5年度に納められた金額
2,334 万 6,400 円

一般会費
1,978 万 4,400 円

特別会費
151万9,000円

賛助会費
204万3,000円

題字：障がいのある人たちの仕事を社会とつなぐ「アール・ド・ヴィーヴル」
　　　メンバーの萩原幹大さん

小田原市社協イメージキャラクター

「夢・咲き福ちゃん」

一般会費
住民の皆さんが主体となった活動を進める

ための「きっかけ」となるよう、各世帯や

個人にご加入いただいています。

年額一口 400円

特別会費
【個人】年額一口 1,000 円
【福祉施設・団体】年額一口 3,000 円
社協活動に関心のある個人、社会福祉施設や

団体にご加入いただいています。

賛助会費
【会社や個人】年額一口 3,000 円
社協活動に賛同され、より充実した活動の

継続を願う会社や個人にご加入いただいて

います。

各地区の各地区の
地域福祉活動に地域福祉活動に

「つながりたい」「つながりたい」
その想いを形にするその想いを形にする

社協会費社協会費 ％7070

フラダンスをテーマにしたサロン
「新宿フラダンス会」（新玉地区）
の活動発表で見学者も一緒にフラ
ダンスを体験（地域の活動者の交
流イベント「社協さんちの井戸端
会議」において）



ホームページはホームページは

https://www.shinkin.co.jp/sagami/

地域のみなさまと豊かな未来へ

私たちは、地元でがんばる人たちにエールを送ります。

地区社会福祉協議会
みんなでつくる
安心して暮らせる小田原のために

予算総額  4億 187万 1 千円

●地域福祉活動計画の推進●地域福祉活動計画の推進

●会員の加入促進に向けた取り組み●会員の加入促進に向けた取り組み

●地区社協の支援・連携強化●地区社協の支援・連携強化

●支え合いの体制づくりの推進●支え合いの体制づくりの推進

地区社協などと一緒に

●ボランティア活動の充実●ボランティア活動の充実

●総合相談体制の推進●総合相談体制の推進

●成年後見制度の利用促進●成年後見制度の利用促進

●介護保険事業等の運営●介護保険事業等の運営

全市的に

で令和６年６月１日　第１４１号 小田原市社協

どんな　　　   をしているの？活動
すべての地区で
　◎一人暮らし高齢者等昼食会及び配食
　◎世代間交流事業
　◎いきいき健康事業（高齢者の介護予防教室）
　◎「きずなチーム」などによる見守り活動
市社協が地区社協で取り組んでいただきたいものとして

位置付け、各地域にあったスタイルで実施されています。

地区の実情に応じて
　○サロン活動
○生活応援隊活動（ゴミ出しなど、生活上のちょっと　

　　したお手伝い）
　○地域福祉コーディネーター活動（地区社協の運営、
　　サロン、生活応援隊の推進役としても活躍）
　○敬老会の主催・協力
　○交通安全指導・青少年育成・子育て支援  など

地区の実情に応じて取り組まれ、地区社協会長、自治会長、

民生委員児童委員をはじめとする各種団体の連携のもと、

きめ細かな対応が皆さんの安心感を支えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26 地区社協役員（理事・評議員・監事等）就任状況（令和５年度）

役職・団体名 人数

自治会長（副会長等も含む） 326 
民生委員児童委員 ( 主任児童委員も含む） 305 
地区ボランティア 84 
活動経験者（元自治会長、元民生委員等） 47
健康おだわら普及員 44
子育て支援・青少年育成関係 42 
防災・防犯関係 37
老人クラブ 35 
公民館長 34 
交通安全・環境美化関係 31 
体育振興会 25
婦人会（部） 25
地域福祉コーディネーター 23
学校関係者（幼稚園も含む） 23
福祉施設・団体 19
子ども会 13
保護司 7
その他 21

合計人数 1,141

どんな　　 が活動をしているの？人

サロンでは今年の干支の色紙を作成
（万年地区）

私たちが暮らしている地域には、いろいろな団体が住みよい地域

づくりをめざして、さまざまな活動を行っています。

このような活動をより効果的に進めることを目的に、本市では、

地域内の諸団体の参加による地区社会福祉協議会（地区社協）

が市内 26 地区の自治会連合会を単位に組織され、お年寄りが安

心して暮らすためのお手伝いや、お子さんの健全育成のための世代

間交流事業など、住民の皆さんによる福祉活動が行われています。

社協会費はそのための貴重な財源として活用されています。

地区社協主催の「世代間交流事業」と小学校 PTA 主催の「ふれあいまつり」
が合体した「社協＆ PTA ふれあいまつり」で、民生委員とオセロで対局す
る子どもたち（久野地区）

地区社協活動の一端を担う地域福祉コー
ディネーターの皆さんが、歯とお口の健康
づくりを推進する研修（県主催）を修了
（下曽我地区）

令和６年度令和６年度
小田原小田原市社会福祉協議会市社会福祉協議会

重点目標と予算

小田原市社会福祉協議会では、住み慣れたまちで誰もが安心

して暮らすことができる「福祉のまちづくり」をめざして

各種事業に取り組んでいます。

本号では今年度の重点目標と予算を紹介します。

寄付金
294 万 5千円 (0.7%)
・市民福祉基金…地域福祉活動に活用

・交通遺児援護基金…遺児世帯へ見舞金などを贈呈

・ボランティアセンター            …ボランティア活動・福祉機器に活用

その他の財源
6,458 万 3千円 (16.1%)

・利用者負担金（食の自立支援事業など）
・繰越金　・予備費など

・法人全体人件費
・ふらっと城山管理費
・地区社協活動費…26 地区の見守り活動など

市補助金
1 億 1,594 万 9千円 (28.9%)

社協会費
2,333 万 6千円 (5.8%)
・地区社協活動費…サロン活動、世代間交流事業、

　　　　　　　　　　生活応援隊活動など

・地区社協全般の運営費

共同募金配分金
1,651 万 1千円 (4.1%)

・地区社協活動費 ・ボランティアセンター事業費
・年末たすけあい配分事業費…高齢者・障がい者団体、

　　父子世帯、子育てグループ などへの支援

・福祉団体助成　　・広報事業費
・その他、法人等運営費

県社協・市受託金
9,226 万 8千円 (22.9%)

・市受託事業運営費…いきいき健康事業、配食サービス

　　多機関と連携した相談支援事業（福祉まるごと相談など）

　　成年後見制度を進める業務など

・県社協受託事業運営費…日常生活自立支援事業、

     生活福祉資金貸付事業など

・介護サービスセンター運営費…ケアプラン作成

　　　　　　　　　　　　　　　　   ヘルパー派遣事業

・介護関係職員人件費…職員、登録ヘルパー賃金

介護保険・障害福祉サービス
8,627 万 9千円 (21.5%)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小田原市全体では地区

社協を構成する人たち

は左表のとおりです。

各種団体の役員や活動

に関心のある人など、

地域住民の皆さんが活

動をしています。

地区の実情により構成

は変わりますが、多く

の人が地区社協活動に

参画しています。

表中の「その他」には、

サロン運営のみで地域

活動に参加されている

人や日赤奉仕団・農協・

商業関係者などが含ま

れます。
地域福祉コーディネーター養成研修会（市社協主催）を受講された人たちの交流会で、地域活動に
ついて意見を出し合う皆さん

重点目標と予算重点目標と予算
地域の人たちと
ともに活動を進める

市社協の地区社協担当職員。
各職員が持っている紙には、
それぞれ担当する地区名を

記入しました。
中央は市社協の木村
　会長です。

・孤立を防ぐための昼食会や配食

・ご近所と知り合える機会にもなる

　サロン

・困っている人を近隣の力で支える

　生活応援隊など

これらの活動を、地区社協と一緒に

進めていきます。

ボランティアセンターや介護

サービスセンター事業の充実を

めざすとともに、単独の相談支

援 機 関 だ け で は 対応できない

「さまざまな問題を抱える世帯」

「制度の狭間の問題」などに多

くの機関と協働して問題解決に

向けて取り組んでいきます。

また、成年後見制度の利用促進

に向けて、本市にふさわしい体

制づくりを進めていきます。

貸出用の着ぐるみにも
活用しています。
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ありがとうございました　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年 1 月４日～３月３１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

お名前（敬称略） 金　　額

わらはんどベーカリー　みらいチケット運営事務局 3,000 円
磯崎　曻 39,192 円
ボランティアセンター募金箱（令和 5年度分） 17,878 円
匿　名（１件） 71,959 円

合　　　　　　計 132,029 円

お名前（敬称略） 品　　物

曹洞宗　盛泰寺 食料品
豊間根慶子・山本優子 洗剤、食料品
かながわ西湘農業協同組合 タオル
落合優美 シュシュ、雑巾、布巾
窪田　和 座布団
国際ソロプチミスト小田原 タオル
小田原星野富弘花の詩画展を開く会 詩画展招待券
宗久寺 食料品
稲毛竹男 食料品
斉田和浩 タオル、マスク

匿　名（8件）

介護用品、車イス
シャワーチェア、紙パッド
シルバーカー
日用品、生理用品、洗剤、
衣類、食料品

お名前（敬称略） 金　　額

柳平　実千代 5,000 円
匿　名（１件） 70,000 円

合　　　　　　計 75,000 円

お名前（敬称略） 金　　額

神奈川県中古自動車販売商工組合 200,000 円
株式会社杉之間 20,000 円

合　　　　　　計 220,000 円

各種寄付金品については、寄付者のご意向に沿い、目的にあった運用

　及び活用をさせていただいています。

　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年 1 月４日～３月３１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

お名前（敬称略）

お名前（敬称略）

お名前（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

統合失調症など「こころの病」のある人たちへの理解を深め、心温まる交流を

するボランティアの育成講座です。

★対　象 ボランティア活動に関心のある人（定員 10 名）

★日　時 6 月 21 日～ 7 月 26 日 毎週金曜日 ( 予定 )・全 5 回

　　　　　13:30 ～ 15:30（6/28 のみ 10:30 ～ 12:00）

★会　場 おだわら総合医療福祉会館

夏休みにいろいろな体験をして、福祉に触れ、考えてみます。

★対　象 小学校５年生から大学生まで

★費　用 １３円（保険料）

★日程・内容

　　　　

施設を利用されている人たち、そこで働く人たちと交流を深めます。

★対　象 小学校５年生以上（施設によって異なります）

★費　用 １３円（保険料）

★日程・内容…時間等詳細はお問い合わせください。

福 ち ゃ ん の い い ね！知っておくと
市社協からのご案内市社協からのご案内

※問い合わせ　☎35-4000

期　　日 体験内容 定員

7 月 31 日（水） こころのバリアをとりのぞく「車イス＆高齢者疑似体験」 10 名

８月　６日（火） 目と目で伝え合い、学び合う「手話体験講座」 20 名

８月　9 日（金）
災害時の避難生活を快適にするコツ

「ダンボールベッドを作ってみよう」
15 名

★時　間 10:00 ～ 12:00

★会　場 おだわら総合医療福祉会館

※１名につき一つの体験をお選びください。複数の体験を希望される場合は、ご相談に応じます。

駐車場はありません。お車でお越しいただく

場合は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

夏休み福祉体験学習夏休み福祉体験学習 ７月１日から☎ (35)4000で受付・先着順

日　　時 施　　設　　名 定員 対　　象

7 月 29 日（月）
小田原市障害児通園施設（本園・分園）

「つくしんぼ教室」
６名

小学５年生から
中学生まで

８月　７日（水）
潤生園在宅介護総合センター

「れんげの里」
３名 小学５年生以上

※１名につき一つの体験をお選びください。複数の体験を希望される場合は、ご相談に応じます。

福祉施設体験学習福祉施設体験学習 ７月１日から☎ (35)4000で受付・先着順

精神保健福祉ボランティア講座精神保健福祉ボランティア講座
申込受付中
☎ (35)4000

 TEL ＆ FAX
○法人全体
  TEL ３５－４０００    
   FAX ３５－６９０２
○福祉まるごと相談
  TEL ３５－４０２０
   FAX ３５－６９０２
○成年後見支援センター TOMONI ( ともに )
  TEL ３５－７７７０
   FAX ３５－７７７１  

○ケアプラン作成
  TEL ３５－８１７０    
   FAX ３２－４１３９
○ホームヘルパー派遣
  TEL ３５－８１４３
   FAX ３２－４１３９

小田原市社会福祉協議会

●バスご利用の場合
（小田原駅西口から約 10 分）
　久野車庫行き又は
　兎河原循環に乗車～市立病院前下車
●徒歩の場合
小田原駅から約 20 分

　足柄、井細田駅から約 10 分

おだわら総合医療福祉会館１階
〒 250-0055 小田原市久野 115-2

 交通アクセス


